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和歌山県(市)域における
消費市場構造・消費者行動について
一 平成10年度Bプロジ ヱク卜研究の中間報告 ー
チーフ |鳩 山 積
(和歌山社会経済研究所)
平成9年度の和歌山地戚経済研究機構の研究では、 八、 Bプロジェタトとも 「製造浜」 を















和歌山県、17における小売染も例外ではなく 、'It同以 hの低迷の状態にある。 和敬山県の
県内総'!;.p去に占める節二次沌巣の比耶は令:I ti1)j( 1Vlに比べかなり少ないといえる。
さて、和歌山市の商業の附に移りたい。
和歌111市は、占く から和歌山県の以都として発遺してきた。 昭事1]40年代頃までは、 和歌山
市の川辺市町村の商業は発展しておらず、p.い|口|り品を中心に、人々は和歌11市へやってき











































3. rマク口的数批的」把刷、および「消列者の行動」 ・「向拠点 ・閉山街等の史態」の側
面の把桜を併せて、和歌山市の消費構造の特性と、小売商業の線組を明艇にする。
‘ . 
rHOME PAGE') 
告三. 
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
-8 
